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②親会社等の企業グループに属することによる事業上の制約、リスク及びメリット、経営、事業活動

への影響 

株式会社オービックは、当社の議決権 36.2％を所有しておりますが、事業活動や経営上の判断に

おいて、協調かつ友好的な関係にあります。 

また当社は、自社で開発したプロダクトを顧客に販売するに当たり、親会社等の企業グループと

の一定の協力関係を保つ必要があると認識しております。地域密着した顧客第一主義の基本理念の

もと、相互の経営理念を尊重し、提案力やサービスレベルの向上及び経営の効率化を図ることで、

当社の既存ビジネスの基盤強化、企業価値向上を図れるものと認識しております。 

 

③親会社等からの一定の独立性の確保に関する事項 

その他の関係会社（株式会社オービック）、またその他の関係会社（株式会社オービック）の子

会社（株式会社オービックオフィスオートメーション）は、当社ソフトウェアプロダクトの一部を

販売しており、その取引につきましては、相互の経営理念を尊重しつつ積極的に継続、推進してお

ります。また取引条件ないし取引条件の決定方法等については、市場の動向及び実勢価格を勘案し

て毎期価格交渉の上決定しております。 

株式会社オービックから兼任取締役が２名、兼任監査役が１名、またその他の関係会社（株式会

社オービック）の子会社（株式会社オービックオフィスオートメーション）から兼任取締役１名が

就任、さらに平成 30 年６月 25 日開催予定の第 39 回定時株主総会にて、取締役１名、監査役１名

を選任する予定ですが、親会社等の企業グループとの一定の協力かつ友好的関係を継続、推進する

ことで、一定の独立性が確保されていると考えます。 

 

（役員の兼務状況） 

（平成 30 年５月 14 日現在） 

当社での役職 氏  名 親会社等での役職 

取締役会長（社外） 野田 順弘 株式会社オービック代表取締役会長 

※1取締役（社外） 木村 博 

【その他の関係会社の子会社】 

株式会社オービックオフィスオートメーション 

代表取締役社長 

取締役（社外） 橘 昇一 株式会社オービック代表取締役社長 

※1監査役（社外） 加納 博史 株式会社オービック専務取締役 

※2取締役候補（社外） 川西 篤 株式会社オービック常務取締役 

※2監査役候補（社外） 井坂 眞持 株式会社オービック執行役員  

  ※1 取締役木村博氏、監査役加納博史氏は、平成 30 年６月 25 日をもって退任予定です。 

※2 取締役候補川西篤氏、監査役候補井坂眞持氏の選任につきましては、平成 30 年６月 25 日開催

予定の当社第 39 回定時株主総会に付議いたします。 

 

④親会社等との取引に関する事項 

「平成30年３月期 決算短信[日本基準]（非連結）」財務諸表に関する注記事項における（関連

当事者情報）23頁をご参照ください。 

 

以 上 


